精神障害者の就労支援尺度の開発と就労可能性に関する研究 by 森谷  就慶
精神障害者の就労支援尺度の開発と就労可能性に関
する研究







学 位 論 文 要 約  
 
 博士論文題目      精神障害者の就労支援尺度の開発と就労可能性に関する研究         
                                                
  
  東北大学大学院医学系研究科 医科学専攻 
   社会医学系講座 医療管理学分野分野 




International Classification of Functioning, Disability and Health）に基づいた評価尺度を開発する．
②精神障害者の就労について前向き調査を行い，就労にかかわる生活機能を明らかにすることを目的とした． 
【方法】 
 8 領域 39 項目の 5段階評価からなる『精神障害者就労支援尺度：JSM-ICF（Job Support scale for people 












評価点の合計得点が 24 点以上では，サービス開始後 180 日間以内に就労を開始した者はいなかった. 
【考察】 











本研究は，就労支援担当者が精神障害者の生活機能を評価する JSM-ICF を開発し, 就労支援のポイントの把
握と就労支援のプログラムについて検討を行った．その結果，以下 3点が明らかになった． 
１)精神障害者で就労をしやすい者は，男性，統合失調症でない者であった．      
２)サービス利用開始後 180 日以内で就労した精神障害者は，サービス利用開始当初から生活機能に問題が少
なかった．就労群は「コミュニケーション」領域，「対人関係」領域での困難が非就労群と比べて小さかっ
た． 
３)JSM-ICF は，就労を希望する精神障害者の生活機能を評価し，就労支援のポイントを明らかにするツール
として有用であった． 
